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各位

 

以下に、弊社メールマガジン第5回を発信致します。 

過去の発信の閲覧や配信登録（無料）は、上記 "View this email in your browser"のリンクにお進み下さい。 

第１回：前書きと要約 

第２回：世界最大の消費国・輸入大国である米国：日本からの輸出における最重要国 

第３回：米国は機械製品を多く輸入：日本のシェアはもっと伸ばせる 

第４回：米国に食品の輸入に占める日本のシェアは低く、輸出拡大の余地が大きい 

第５回：揺れる欧州との通商関係とチャンス（今回） 

第６回：欧州の盟主であり工業製品の輸出大国でもあるドイツ：果敢に海外展開するドイツの中堅中小企業 

第７回：ドイツの優良中堅企業「隠れたチャンピオン」の凄さ 

第８回：日本の中小機械・部品メーカーが輸出を増やすにはどうすればよいか 

第９回：日本からの食品の輸出を増やす余地はとても大きい：どうすればもっと売れるか 

 

 

 

テーマ４　英国が離脱を選択したEUとの通商関係とチャンス
 

英国民によるEU離脱の選択を受けて、投票直後の金融市場におけるショックは幾分和らいでいるが、英国の政

治は少なくともしばらくの間、混乱が収集する見通しが立たない。今後の争点は、英国が選ぶ新リーダーがEU

とどのような新しい関係を築いていくか、に移る。 

 

2016年6月29日付Financial Times氏チーフ経済コメンテイターのMartin Wolf氏はインタビューで、英国のEU離

脱派が達成したいことは３点で、①英国民が望まない種類の移民の流入を止めること、②英国の完全な主権を取

り戻すこと、③単一市場における完全なメンバーとなることだと指摘した上で、皆はこれらについて混乱してお
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り、これら３点を両立することはできないと指摘している。EUは29日の首脳会議で、英国によるＥＵ単一市場

にアクセスするには、移民を含む労働者の自由移動を受け入れることについて妥協しないと発表した。いいとこ

取りを許さない立場と解釈されがちだが、これをいいとこ取りと断ずることは早計かもしれない。 

 

EUには、英国に例外を認めてしまうと他の加盟国が追随することへの懸念があり、27カ国による結束を固める

意図があると見られる。一方で、ドイツ、フランス、デンマーク、オーストリア、及びその他の国々において極

右政党が移民排斥を主張し、支持を集めている。それまでの移民に加えて、アラブの春以降、2010年頃から国

外への脱出が連鎖して起こり、EUは域内で移民を割り当てて受け入れるなど結束した対応を取るが、多くの加

盟国において反発する動きが大きくなっている。治安や秩序が崩れてしまうと考える人たちや、とりわけ、移民

に職を奪われたと考える人たちに、理想やべき論は通じない。 

 

多くの加盟国における経済発展において移民を含む労働者は不可欠であるものの、取り残されたと感じる人たち

への対応は難しい。この問題は米国のトランプ現象と同根で、根本的な解決が難しい、または解決策がない。そ

もそも今回の国民投票の対象は、脱EUではなく、脱現状とでもいうべきものであり、では今後どうしたいのか

という目標が具体的にならないままに投票が行われてしまったように感じられる。移民政策については、あるべ

き統率ができておいないと批判されるが、そのあるべき度合いが何なのかが共有されていない。今回の混乱は他

EU諸国に波及しており、EUとしてあるべき姿を模索することになる可能性がある。 

 

最も重要なことは、金融と経済への悪影響を最小化し、新しいルールを定めることである。金融については、シ

ティの地位が守られるかどうかが目下の注目点となろう。経済については、英国とEUが通商協定をどう再構築

できるかがポイントとなる。英国離脱派は、離脱後EUとFTA（自由貿易協定）を締結すると主張していたが、

現時点でEUが通商関係だけを今まで通り継続する構えを見せていない以上、何をどう妥結するか、という議論

にならざるをえないだろう。即座に影響がでることはなく、また離脱通知後２年間は現状通りとのことではある

が、不確実性の高まりは、日本のように、萎縮を招きかねない。 

 

語られているように、不確実性は一方でチャンスも持たらす。以下のデータにあるように、EU間の輸出入の結

びつきはとても強い。その重要な一部を占める英国との貿易が中に浮くことは大きなリスクとなりうるが、今後

再締結される通商関係が現状未満となるならば、EUも英国もそれぞれ別の貿易パートナーを模索する可能性が

あり、日本にとっての好機となる可能性がある。 

 

 

 

EUは世界貿易における第２位の輸出・輸入経済圏
 

 

世界の主要貿易当事者 - 輸出（赤）と輸入（青） 

2014年、出所：Eurostat 

 

世界の輸出シェア：中国が15.5%、EU28カ国が15.0%、米国が12.2%、日本が4.6%を占める。 

世界の輸入シェア：米国が15.9%、EU28カ国が14.8%、中国が12.9%、日本が5.3%を占める。 



 

単一市場として見た時のEUの重要性は明らかである。 

 

 

 

 

 

 

EU加盟国の国際貿易の内訳 

2014-2015、出所：Eurostat 

 



 

 

EU28カ国とその他世界とのモノの貿易（EU外部との輸出入の合計）は2015年に3,517十億ユーロであった。輸

出入共に前年比で増加しており、輸出（88十億ユーロ）が輸入（35十億ユーロ）より増加した。結果として、

EU28カ国の貿易超過は11十億ユーロから64重奥ユーロに増加した。 

 

EU28カ国のうち、ドイツが最大の貿易国で、2015年の輸出の28.2%を占め、輸入の18.8%を占める。次いで、

輸出についてあは、英国 (12.9 %)、フランス(10.5%)、イタリア(10.4%)が次いでいる。輸入については、英国

(15.2%)、オランダ(14.4%)、フランス(9.5%)、イタリア(8.9 %)がドイツに次いでいる。EUの2015年の貿易超過

額のうち、ドイツが179.4十億ユーロ、イタリアが33.7重奥ユーロ、アイルランドが29.3十億ユーロを生み出し

ている。 

 

 

EU主要国の輸出入の状況（2014年、出所：Eurostat） 

 

 

 

 

 

EUにとっての主要貿易相手国
2015年　出所：Eurostat 



 

 

 

EUにとっての主要貿易国 

 

過去１０年間に、中国への輸出は３倍以上に増加し、韓国及びブラジル向けの輸出は2倍以上に増加した。日本

とロシア向けの輸出は約30％以上増加している。 

 

EUへの輸入においては、2005から2015年にかけて、EU28カ国への日本からの輸出は、約20%減少している。

反面、中国とインドからの輸入が２倍以上に増加している。 

 

EUからの輸出においては、米国と中国が最も重要な貿易相手国であり、次いで欧州にありながら個別に通商協

定を締結するスイスが第３位となっている。トルコはロシアを抜き４位の輸出先となった。 

 

EUへの輸入においては、中国が20.3%を占める第１位となり、米国は14.4%を占める第２位となり、次いでロ

シアの7.9%が、日本を抜いたトルコが続く。 

 

 

 

世界GDPランキングに占める欧州主要国の存在感と、一人当たりGDPの高さ
 

 

世界銀行が発表した2014年のGDPランキングにおいて、上位３０位のうち1/3程度を欧州の国が占める。日本に

次いでGDPが大きいドイツ 英国 フランス イタリアに加えて オランダ スイス スウェーデン ベルギ



次いでGDPが大きいドイツ、英国、フランス、イタリアに加えて、オランダ、スイス、スウェ デン、ベルギ

ー、ノルウェー、オーストリアが上位にランクインしている。 

 

もう一つの特徴として、上記の上位欧州各国の一人当たりGDPが、イタリアを除き、日本の36,194ドルよりも

高い点が挙げられる。ノルウェーの97,300ドル、スイスの95,617ドルを筆頭に、それ以外の各国も４万ドル台

前半から５万ドルを超える水準となっている。 

 

出所：世界銀行 

 

 

 

日欧EPA（経済協力協定）の交渉： 

 

 

英国のEU離脱の国民投票を受けて、日本とEUとのEPA（経済協力協定）のスケジュールは影響を受けざるをえ

ないか 

 

2016/4/25付の日本経済新聞はEUの閣僚に相当するホーガン欧州委員（農業・農村開発担当）は日本経済新聞



 2016/4/25付の日本経済新聞はEUの閣僚に相当するホ ガン欧州委員（農業・農村開発担当）は日本経済新聞

の取材に対し、日本との経済連携協定（ＥＰＡ）交渉について「自動車を含むすべての財・サービスの100％の

自由化を提案する用意がある。日本がこれに応えるように期待している」と述べたと報じていた。日本がEUに

要求する自動車関税の撤廃と、ＥＵが日本に要求するはチーズやワインなどの農産品の関税撤廃が、交渉上の大

きな論点とされているが、2016/4/23付の同紙は、EU閣僚に当たる欧州委員の発言として、2016年内の妥結は

十分に可能との発言を報道していた。この際に同委員は、「17年はドイツやフランスなどＥＵの主要国で選挙

があり「難しい課題を議論するのにふさわしくない」と発言してきた。 

 

2016-4-20付共同通信はEUの農業部門のコミッショナーPhil Hogan氏の発言として、「日本に十分な政治的意思

があるならば、年内の合意の可能性はあるだろう（中略）日本の農家にとっても、５億人の消費者がいるEU市

場にアクセスする魅力的な機会になるだろう。」との発言を紹介した。 

 

今回の英国の国民投票でEUからの離脱が選択されたことで、上記の交渉が期待通りのスケジュール感で進む可

能性は低くなったと考えざるを得ない。一方で、EUと英国は新たな通商関係の枠組みを今後議論するものと思

われ、その中で、既存貿易国意外との貿易関係の拡大の機会が到来する可能性もあるものと思われる。 

 

 

以下に、欧州のメディア等から、日本との通商関係の拡大を期待するものをご紹介する。 

 

日欧の繊維業界にとってのEPAのメリット（2016-2-29付EurActive.com要約）

European Apparel and Textile Confederationの貿易・業界マネジャーIsabelle Weiler氏は、繊維・

ファッション業界は、日欧がEPAを通じてメリットを享受しうる例と説明する。同業界は世界的

に成長産業であると同時に激しい競争があるが、EUと日本はそれぞれ先端技術材料と高品質の

ファッション製品の創造において重要な役割を担うと説明している。EUの繊維・アパレル業界

にとって、日本は世界トップ１０に入る販売先で、2014年に 18億ユーロ以上を輸出した。一方

で日本の同業界にとって、EUは第二の輸出市場であり、約6億ユーロを輸出している。EUと日本

の貿易構造は補完的で、主にEUからは服飾品、特にウール/シルク製の高級品を輸出する一方

で、日本はEUに繊維や紡績糸を輸出している。 本分野におけるFTAは相互に補完的で、相互に

貿易・投資機会をもたらす可能性があり、R&Dにおける協力によってイノベーションや事業協力

の機会をもたらす可能性がある。Euratex (European Apparel and Textile Confederation)とJapan

Textile Federationは関税の撤廃や、ラベル、知的財産権や調達といった規制上の協力の向上に向

けて緊密に協議している。日本向け輸出にかかる11%の関税の撤廃や、業界を構成する大多数で

ある中堅中小企業による輸出促進にも寄与する。両市場において、品質と顧客を保護する一方

で、負担を避けることが重要。既に成果は出おり、日本は最近EU側の製品で適用するISO標準を

認識すると判断した。進歩的な技術を有する日本は、すでにEUの先端パートナーとなってい

る。貿易協定の締結は、貿易の促進に加えてイノベーションにも効果があり、EUの業界の競争

力の源泉となる。

 

日本は帰ってきた：欧州の準備はできているか？（2016-2-12付euobserver要約 ）

1970年代中頃より、EUと日本は経済と貿易、外交、発展と安全保障などの分野で深い戦略的な

関係を築いつつあり、これらの分野は不安定になりつつある国際政治の中で相互にメリットがあ



り重要なものであり続ける。2013年３月以後、意欲的なFTA/EPA交渉に取り組んでいるが、

2015年内の妥結は実現していない。課題の一部には農産物や加工食品、公的な調達、非関税分野

や地理的表示(GI)といった技術的に複雑な分野が含まれたが、この協定は両サイドにとってもた

らされうる経済的なメリットは大きく、交渉・批准プロセスにあるTransatlantic Trade and

Investment Partnership (TTIP)やTPPといったメガ通商協定とも関連し、世界の貿易・投資の自

由化の長期的なメリットとも関連するものである。今後の交渉において両サイドは国内のコンセ

ンサスを得てのぞむべきであるが、EUと日本の協力関係は経済にとどまらない。両サイドは冷

戦後の西バルカン、イラク、アフガニスタンなどの安定に緊密に協力しており、アデン湾やサヘ

ルでの作戦において協力し、多国的開発援助や気候変動の外交のグローバルな議論を推進し、ク

リミアを編入したロシアに対して迅速に経済制裁を科した。継続的なグローバル戦略の立案は、

EUがアジア太平洋地域における複雑で不安定な安全保障環境において、ブリュッセルがどのよ

うな役割を果たすことができて、また果たすべき役割を反映する重要な機会となる。現在交渉中

の戦略的パートナーシップ協定 (SPA)は、EUと日本のチームワークを、広範な対外関係のドメイ

ンにアップグレードし、さらに優先順位を付けるべきである。全体として、EUと日本のの関係

は、デリケートであるが、有望な政治的な接合点を経験しつつある。このことはEUのユンケル

欧州委員長と安倍首相によって昨年11月のG20サミットで確認され、2016年のFTA/EPA合意が期

待される。より強い政治的な意志と、総意の、長期的な視点が、成功への必要条件となる。2016

年は、両サイドが、今後数十年間にむけて、包括的で意味のある戦略的関係を構築する重要な年

となる。欧州の星々と日本の太陽が、揃って輝かしく光る、好機が到来している。

 

今後のグローバルな豚肉の貿易のあり方を形成しうるFTA

National Fog Farmer 2016-4-18　TPPは2016における農産物貿易に会話において支配的なトピッ

クとなるが、米国以外の多くの国は、豚肉に関する多くの二国間自由貿易協定を交渉している。

TPP参加国で豚肉を輸出する国々（米国、カナダ、メキシコ、チリ）にとって、日本は、多くの

輸入豚肉の需要がある重要な市場であると同時に、複雑な価格決定システムやその他の貿易相手

国にフラストレーションを抱かせてきた障害がある市場でもある。米国の豚肉輸出における最大

の競争相手はEUであり、EUと日本のEPAは（早くても）年後半までは実現しない。EUは、従来

最大の輸出先であったロシア市場へのアクセスを失ってから、ベトナムと協定を結び、日本とフ

ィリピンとの協定を目指している。数年間の緩やかな成長を経て、EUの日本への輸出高は2014

年に35%成長し、337,502mtに達した 欧州のサプライヤーは、距離の関係で冷蔵肉を輸出せず

に、スペインのイベルコブランドの豚肉などの冷凍肉の輸出に注力しており、これらは米国産冷

蔵豚肉と競合している。欧州は、特に欧州と日本のEPAを通じた市場アクセスによるメリットが

得られる場合、これまでの日本市場に向けた努力について、時計の針を巻き戻すことはしないだ

ろう。TPP加盟国であるベトナムは、EUと既に FTAを締結している。協定は早くても2017年ま

でには発効しないが、欧州の豚肉は既にベトナムに輸入されている。EUからの輸出は、2013年

に3,239mtしかなかったものが昨年に37,457mtに増加し、様々な種類の肉が輸出されている。ベ

トナムは現在8%から25%の関税を科している。EU-ベトナムFTAにおいて、これら関税は、TPP

と同じように、8-10年かけてゼロになる。EUは、今年後半から同様にフィリピンとFTA交渉を開

始する。フィリピンは現在マッスルカットには30%の関税を科しており、割当量を超過すると

40%が課されている。部位によって関税率は異なり、多くの部位には10%が適用されている。



 

 

 

（４）日本からEUへの輸出を増やすには
 

EUは、多数の国で構成されていながらも単一市場として捉えることができ、また国民あたりの購買力の高さも

大きな特徴と言える。反面、地理的に遠いため輸送費用と時間がかかることと、EU向け輸出に必要な各種規制

への対応が課題となりえる。 

 

東南アジアのような比較的ハードルが低い輸出先と比べると、市場は大きいが本格的な参入には覚悟が要る市場

と考えることもできる。 

 

食品分野： 

 

EUの食品輸入規制は他国と比べて厳しく、グレーゾーンも存在する。日本からEUに輸出するには、対象品目が

EU域外国・地域リスト（第三国リスト）に掲載され、日本側の生産・加工施設がEUに認定される必要がある。

食肉・動物由来製品のうち牛肉及びケーシング以外は、第三国リストに日本が掲載されていないため、

日本から輸出できない。

水産物・同由来製品は、第三国リストに日本が掲載されており、EUにより認定された施設で生産・加工

された製品は、衛生証明書を付した上で輸出が可能。

動物性加工食品と植物性食品を含む混合食品のうち、食肉が含まれない、動物性食品が50％以下、安定

した食品、といった条件をを満たすものは、検疫対象から外れる。日本の食品の多くは、これにより輸

入されている。

野菜の多くは、植物検疫証明書なしでEUに輸出できる。

 

例えば、輸送しやすく常温での保存が可能な加工食品のうち、輸出が可能な動物性食品が含まれない又はその比

率が低い食品については輸出しやすく、製造メーカーにとっても取り組みやすいものと思われる。

 

 

カルチャー： 

 

日本のアニメや漫画は世界中で人気があるが、フランスやドイツなど欧州先進国においても非常に人気がああ

る。それほど大きくない町の本屋にも、日本の漫画コーナーが設置され、日本で人気の漫画の多くが翻訳されて

販売されている。漫画の描き方ガイドが売っている店もある。パリで開催されるJapan Expoにおいては、伝統

文化からアイドル、漫画、ゲームなどのポップ・カルチャーなどが幅広く展示され、2015年には４日間で約２

５万人が来場した。今年も７月（今週）に開催される予定で、さらなる盛り上がりが期待される。 

 

特に人気が高いポップ・カルチャーに関連する製品の輸出の余地は大きい。また、直接関連しない製品であって

も、キャラクターなどを用いて商品に関連させることで現地への浸透を目指す工夫も考えられる。 

 

 



工業製品： 

 

日本からEUに製品を輸出するには、CEマーキングが必要となる。CEマーキングは、輸出製品が適用を受ける

すべての欧州規則・指令（法律）が要求することを満たした証として、製品に貼付することが義務付けられてい

る。これによりEU全域に製品を自由流通させることができる。 

 

EUと日本において工業製品の貿易が非常に盛んでで、日本のEUへの輸出品の７５％以上、そしてEUから日本

への輸出品の60％近くが、機械・機械機器、電気機器、輸送機器、化学製品・医薬品などで構成されると言わ

れる。 

 

これらの製品分野は、EUに限らず日本が対外的に高い競争力を持つものである。以前のメールマガジンで取り

上げたように、日本から米国への輸出の構成とも同様である。但し、日本からEU向けの輸出額は限定的であ

り、様々な製品分野において、底上げの余地は大きいと思われる。 

 

 

 

巨大で購買力が高いEU市場：長期目線で腰を据えて取り組むべき： 

 

総じて、日本から輸出増加を目指す企業にとっては、他国よりも「ある程度時間をかけて、より大きな市場を狙

う」対象となろう。EU単一市場としての大きさは歴然としており、国民あたりの経済力の高さも魅力的であ

る。 

 

先述の通り、英国民におるEU離脱の投票を受けて不確実性や混乱が懸念は同時に新しい関係を求めるチャンス

にもなり得る。情勢を見据え、積極的に発信・行動する姿勢が望ましい。 

 

EUへの輸出拡大においては、各企業の努力が前提となるものの、ある種の盛り上がりが起これば、より多くの

企業が取り組むようになるものと考えられる。EPA締結に向けた機運はその最たるもので、早期進展が期待され

る。 

 

 

 

次回

 

日本の中堅中小メーカーにとっての、特に機械類の輸出拡大に向けた機会について検討するため、工業製品の輸

出大国ドイツの、果敢に海外展開するドイツの中堅中小企業について、２回に分けて調査する。 

 

 

 

配信した内容についてご質問がある方は、support@third-force.com又は弊社ウェブサイトまでご連絡頂けます

ようお願い致します。海外展開に向けたご支援にご興味がある方も、お気軽にご連絡頂ければ幸いです。 

 



 

皆様のお知り合いやご同業の方で本テーマに付きご関心をお持ち頂ける方がいらっしゃいましたら、本メールマ

ガジンをご紹介・ご登録頂ければ幸いです。 

 

Share Tweet Forward

 

弊社ウェブサイト：

https://sites.google.com/a/third-force.com/home/ 

 

お問い合わせ： 

https://sites.google.com/a/third-force.com/home/inquiries 

 

 

重要事項

内容については、万全を期しておりますが、その内容の正確性を保証するものではありません。また、

当該情報に基づいて被ったいかなる損害についても発行人は一切の責任を負いません。

本メールマガジンの本文・データ等の著作権は、発行人に帰属します。

無断転載禁止。

 

※このメールは、お名刺の交換、弊社へのお問い合わせ、また弊社のメールマガジンご登録頂いた方へ、ご参考

となる情報をご提供させて頂く事を目的としています。メルマガの配信停止をご希望の方は、大変お手数です

が、お手数ですがメール末尾の"unscribe"からご登録を解除頂ければ幸いです。 

 

今後共、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
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